
東京から後輩の皆さんへ 

                                                     ファム ド 

 

先生方、皆さん。こんにちは。お元気にお過ごしですか。日本語の勉強はどのくらい進んでいま

すか。 

 

私はドと申します。今年、24歳です。ベトナムのタイビンから参りました。２０１５－２０１８という学

年のタイビン医療短期大学の卒業生です。これから、皆さんに、日本について少しだけ、私の体

験したことをお伝えしたいと思っています。 

 

今日は２０１９年８月 13日で、日本に４か月間住んでいます。あっという間にもう 4か月が経って

しまいました。とても早く時間が経ったと感じています。夏休みに入ったため、学校は休みです

が、今日は、施設の仕事も休みです。コンピューターの前に座って、日本での生活について考え

たことを書きます。おそらくベトナムでは今、とても暑いでしょうね？ 日本で 8月は、一年で最も

暑いと言われている月です。しかし、ベトナムと比較すると、それほど暑くはないと思っています。 

 

日本での最初の日を思い出すと、それは本当に思い出深い一日でした。 私は多くの困難に直面

しました。 第一の困難は、5人の友人が和歌山にいるのに、私だけが一人暮らしだったことで

す。一人暮らしはとても寂しくて、家から離れて暮らすことは私にとっておそらく最も難しいことだっ

たと思っています。第二に、日本の商品をよく理解していないので、スーパーマーケットに行った

とき何を買うか分かりませんでした。 日本語を聞き、話す能力はまだ下手だったため、コミュニケ

ーションを取るのが困難でした。アルバイトをしている施設では、高齢者のお世話をする仕事なの

で、コミュニケーションを取るという問題はより困難だと思いました。 仕事も生活も大変だったの

で、時々落ち込んで、疲れを感じましたが、それでも諦あきらめませんでした。 

 

やがて、1か月、2か月と過ぎるうち、私は徐々に日本での生活に慣れてきました。 愛誠会の社

長さん、青野先生、愛誠会の従業員の方々。特に島田さんのおかげで、日本での書類の手続や

生活について多くのことを教えていただきました。施設では、施設長の太田さんや、スタッフ全員

が、仕事をする上で私をとても助けてくれました。 ですから、時々ベトナムで働いているようにも

感じられました。 

 

愛誠会は素晴らしい会社で、こちらで働くことができてとても幸運で光栄と感じています。愛誠会

のおかげで、日本に留学することができて、それで会社の期待に応えるために、私はいつも真面

目に働いて、一生懸命勉強しようとしています。私が働いている施設は私の「第二の我家」のよう

なものです。施設の皆さんは誰にも親切で、施設での一日は笑いにこと欠くことがありません。 

ですから、私はアパートに一人でいるよりも施設に出勤することの方が好きです。 

 

スーパーマーケットで、毎日施設の利用者さんやスタッフと買い物に行くので、スーパーマーケッ

トの製品にも徐々に慣れてきました。 スーパーマーケット、コンビニエンスストアに行っても、製品



を大体理解できています。そして、分かったことは、日本での生活はとても便利だということです。 

多くのコンビニシステムや自動販売機をどこでも見ることができます。 

 

日本に来る前は、日本の天候、食べ物が自分に合っているかどうか非常に心配していました。 

しかし、こちらに来てから、私はそれについてもう心配していません。 気候はそれほど厳しくなく、

食べ物もとても食べやすいです。 私は料理を作るのが大好きなので毎日外食することなく、自分

で料理を作っています。 施設では、毎日職員の方から日本料理の作り方について学びました。 

そしてだんだん日本食が大好きになりました。 

 

日本の食べ物はとても多様であり、調味料や材料は多くの種類があるため、覚えにくいと思いま

す。 でも、私が一番感じたことは、日本の食べ物と水道は非常に安全で、水道水を直接飲むこと

もでき、トマト、大根、卵などを心配することなく、生で食べることができることです。 素晴らしいで

すね。 

 

毎日午前中に 7時から 11時まで施設でアルバイトをしていますが、午後は大原日本語学校で 1

時から 4時まで勉強しています。 今の生活はとても忙しいですが、この忙しい生活が好きです。 

一人暮らしはとても寂しくて、心細いので、初めて日本に来たとき、家族をとても懐かしく思いまし

た。 しかし、一人暮らしは私に独立した生活の仕方を教え、私を強くするのを助けてくれていま

す。若者はもっと成長するために家族と離れて、独立して生きることを経験すべきだと感じていま

す。 

 

大原日本語学校で勉強していたとき、ベトナムでのタイビン医療短期大学で勉強していた日々を

思い出しました。 イエン先生と友達との授業はとても貴重な時間で、 本当にかけがえのない時

を過ごしたと、改めて感じています。 

 

皆さんと共有したいことがあります。 それは、皆さんに日本語がもっと上達するよう勉強してほし

いと思っていることです。ベトナムで一生懸命勉強すれば、日本での生活はあまり難しくなく、問

題がないと思います。 日本語は世界中で難しい言語の一つであり、学習することは非常に大変

ですが、この言語を習得した外国人もたくさんいるので、できないとあきらめずに頑張ってくださ

い。 

 

日本に行くことに決めたら、あきらめずに最後まで頑張ってくださいね。 日本に留学することは非

常に大変だとは思わないで、それは若者にとって貴重な経験ができることと考えてくださいね。 

 

皆さん、将来のために、もっと頑張ってくださいね。皆さんに会うのを楽しみにしています。 

皆さんを待っていますよ！ 

                                               （2019年 8月 13日）                                                      

 

 


